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１．日輪聖人坐像　江戸時代前期／当山蔵
　当山大堂に奉安する。像高四十五センチ。寄木造、玉眼嵌入。近世の彫像では
あるが、量感ある体躯、豊かな顔立ちに大きく開いた眼は、日朗聖人の跡を受けて
実質的に池上門流の基礎を築いた日輪聖人の姿を彷彿とさせる。本像の像底部に
は、開眼供養時に記されたと思われる両山第十七世蓮乗院日東聖人の朱書銘があ
る。日東聖人の在山は寛永八年（一六三一）より慶安元年（一六四八）までの
十八年間であり、本像はこの間に造立されたことが推測されるが、これは本像の
作風とも一致する。（詳細は 48 頁）

日
輪
聖
人
の
御
生
涯

　両
山
第
三
世
日
輪
聖
人
は
、
日
蓮
聖
人
の
直
弟
で
六
老
僧
の
一
人
で
あ
る

日
朗
聖
人
（
両
山
第
二
世
）
よ
り
、
二
十
歳
の
若
年
で
後
継
と
目
さ
れ
た
逸

材
で
あ
り
、
両
山
貫
首
と
し
て
の
活
動
は
、
大
火
で
焼
失
し
た
比
企
谷
妙
本

寺
の
伽
藍
再
興
や
、
後
に
「
両
山
の
大
教
田
」
と
ま
で
称
さ
れ
た
上
総
国
へ

の
布
教
拠
点
確
立
な
ど
め
ざ
ま
し
く
、「
一
期
弘
通
四
十
八
ヶ
寺
建
立
」
と
も

記
録
さ
れ
た
よ
う
に
、
実
質
的
に
比
企
谷
（
池
上
）
門
流
の
基
礎
を
築
き
上

げ
た
貫
首
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、日
輪
聖
人
の
真
蹟
は
殆
ど
現
存
せ
ず
、

僅
か
に
曼
荼
羅
本
尊
八
幅
と
書
状
十
六
通
が
確
認
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
そ
の
生
涯
を
伝
記
的
に
記
述
し
た
明
治
以
前
の
史
料
も
極
め
て
少
な
く
、

江
戸
時
代
中
期
成
立
の
六
牙
院
日
潮
聖
人
著
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
の
う

ち
の
九
鳳
項
に
あ
る
「
長
興
長
栄
両
山
第
三
代
日
輪
上
人
伝
」
が
唯
一
で
あ

る
。
し
か
し
、『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
日
輪
伝
に
は
伝
説
的
で
史
実
と
は
認

め
が
た
い
記
述
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
輪
聖
人
の
生
涯
を
史
実
に
基
づ
い
て

記
述
す
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
年
の
日
輪
聖
人
伝
と
し

て
は
、
影
山
堯
雄
『
大
経
阿
闍
梨
日
輪
上
人
』、
石
川
存
静
『
池
上
本
門
寺
史

管
見
』、お
よ
び
新
倉
善
之
「
本
門
寺
史
話 

日
輪
聖
人
の
教
蹟
」（『
池
上
』
誌
）、

「
池
上
本
門
寺
の
開
創
と
本
寺
化
」（『
大
田
区
史
』）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
影
山
、

石
川
両
師
の
も
の
は
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
日
輪
伝
を
も
と
に
し
た
通
説

的
な
伝
記
、
新
倉
師
の
も
の
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
主
と
し
て
中
世
の
史

料
を
用
い
つ
つ
、
日
輪
聖
人
の
生
涯
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
展
で
は
、

こ
れ
ら
先
学
に
導
か
れ
つ
つ
、
日
輪
聖
人
の
生
涯
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。

日
輪
聖
人
の
御
生
涯

１

 

例  

言

一
．
本
図
録
は
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
よ
り
三
十
日
迄
を
会
期
と
し

て
、
池
上
本
門
寺
霊
宝
殿
に
て
行
わ
れ
た
特
別
展
「
大
経
阿
闍
梨

日
輪
聖
人
」
の
解
説
図
録
で
あ
る
。

一
．
作
品
番
号
は
展
示
会
場
で
の
展
示
番
号
に
一
致
す
る
が
、
展
示
順

と
掲
載
順
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

一
．
展
示
品
に
裏
書
が
あ
る
場
合
、
参
考
図
版
と
し
て
掲
載
し
た
。

一
．
参
考
資
料
と
し
て
、
京
都
・
妙
顕
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る
日
輪
聖

人
直
筆
史
料
を
図
版
掲
載
し
解
説
を
付
し
た
。 

一
．
日
輪
聖
人
の
阿
闍
梨
号
に
つ
い
て
、
中
世
の
伝
記
類
で
は
「
大
教4

阿
闍
梨
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
展
で
は
現
在
、
当
山
に
伝
承
す

る
「
大
経4

阿
闍
梨
」
を
用
い
た
。 

一
．
本
展
の
企
画
・
構
成
お
よ
び
図
録
の
執
筆
は
安
藤
昌
就
（
霊
寶
殿

主
事
）
が
行
い
、
図
録
の
編
集
・
写
真
撮
影
・
図
版
作
成
は
本
間

岳
人
（
霊
寶
殿
学
芸
員
）
が
担
当
し
た
。
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